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1 はじめに

路線バスは地方において重要な公共交通機関であるが，
目的地へ行くための乗り換え経路が分からなかったり，
バス停の場所が分からなかったりする不便な点が挙げら
れる．そこで，我々はそのような情報を提供する路線バス
経路探索システム (バスネット:http://www.ikisaki.jp/)
をバス会社や他の企業と共に開発し，運用を行っている．
バスネットは鳥取県全域に対応している．
バスネットはWebアプリケーションとして提供して

おり，自宅等ではパソコンから利用できる．パソコン版
ではバス停時刻表を作成する印刷用時刻表作成機能を利
用することができる．また，出先などでパソコンが利用
できない場合でも携帯電話から利用できるため，実際に
バスを利用する時に経路を確認することができる．さら
に，そういった機器を利用しない人でもシステムを利用
できるように，バスターミナルなどへの設置を目的とし
た端末を開発した．

2 路線バス経路探索システム

図 1 経路探索結果

バスネットにお
ける主要な機能と
して経路探索機
能 [1] がある．こ
れは路線バスや鉄
道での移動に加え
て，徒歩移動も考
慮した経路探索を
行うことができる
機能である．探索
の出発地や目的地
にはバス停や駅だ
けでなく，観光地
や商店などのラン
ドマークも指定す
ることができる．現在 9000を超えるランドマークが登
録されている．また，地図を用いて直接場所を指定する
こともできる．このため，利用者はバス停の場所を知ら
なくても路線バスを利用することができ，既存のシステ
ムに比べて自由度の高い経路探索を行うことができる．
探索は所要時間が最も短い経路や，徒歩移動が最も少な
い経路などの複数の評価基準に基づく最適な経路を出力
する．図 1に経路探索結果の例を示す．

3 設置型端末機

バスネットはパソコンや携帯電話から利用することが
できるが，そのような機器を普段利用しない人や，その
操作に不慣れな人にバスネットを利用してもらうことは

難しい．また，初めて鳥取県を訪れたなどでバスネット
の存在を知らない人は利用することができない．そこで，
タッチパネルを用いてパソコンや携帯電話と同様にバス
ネットを利用できる屋内設置型の端末をインテリジェン
トバス停という名前で開発した．

図 2 普及型インテ
リジェントバス停

インテリジェントバス停は利
用目的に応じて 2 つの型が存
在する．バスターミナルへの設
置を目的としたプラズマディス
プレイとタッチパネルから成る
「ターミナル型」と，これを小
型化し小さなバス停や駅への設
置を目的としたタッチパネルの
みから成る「普及型」である．
図 2に普及型の外観を示す．
さらに，インテリジェントバ

ス停はバスターミナルなどに設
置されることを想定しているの
で，パソコンや携帯電話などの
他の端末にはない機能である地
域情報などのコンテンツの配信
を行う機能を付加し，多くの人
に情報を伝えることができるようにする．

4 アンケート
2008年 2月 25日，27日に鳥取県鳥取市の鳥取バス

ターミナルでバスネットに関するアンケート (無記名，回
答数 300)を実施した．このうち，バスネットの満足度
は満足:60%，十分:26%，不満:4%，無回答:10% であっ
た．これによりバスネットの有用性が，ある程度示され
たものと考える．

5 おわりに
本研究では，鳥取県全域に対応した路線バスの経路探

索システムを開発し運用を行っている．現在，インテリ
ジェントバス停のターミナル型は鳥取県鳥取市の鳥取駅
バスターミナルに，普及型は鳥取県日野郡日南町の JR
生山駅にそれぞれ試験的に設置されている．
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